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プラスチックによる海洋汚染が問題になっているが,環境中に排出されたプラスチックの入

半は河川を通じて海洋に流出している.しかし,流出量やその組成については明確になってい

ないことが多い.農耕地では,作物栽培に被覆肥料やマルチシートなど,多くのプラスチック

が使用されている.被覆肥料殻については,大きさが5mm以下のためマイクロブラスチックに

分類される.本論文では,マクロプラスチックを対象として,農耕地河川において,河川流出

物,河川敷の堆積物について,詳細な調査を実施した.解析項目は河jΠ流出量,河川敷耳岼責量

と空間的分布,大きさ,色,ネ助戎などである.その結果を農未井地以外が流域の・上地利用の大半

を占める河川,海岸漂着プラスチック,インドネシアの農村け也河川などと比較して,対象河川

の特徴について研究成果を取りまとめたものである

本論文は全6 章からなり,第 1章では,プラスチック流出が環境問題となっている背景,流

出したフ゜ラスチックのりスク,プラスチックの流出に関する既往のW杉部戈果の概要について示

第 2 章では,調査対象河川の士地すとともに,本論文の目的や論文桜所戈について述べている

利用状況などの概要,調査尖施「、1,調査項目などの調査方法について詳述している.また,採

取したサンプルの分析・力法,色や組成などの分類方法などについても述べている.第3章では,

河川敷を対象として,プラスチックの分布傾向と量を明らかにして,堆秘しやすい場所につい

て述べている.また,堆積物量と河jΠ敷まで水位が上昇・した時間の関係などから,プラスチッ

クの第坏貰状況について1,述べている.さらに,採取したプラスチックの形状,色,品.目,組成

についても詳細に述べている.第4 章では,農棚1轡可川ではない河川の河川敷堆昇件勿,海片辻佐

積物,インドネシアの農糊1暫可川の河川敷堆積物の形状,色,"■,組成の分杤折詰果と,それ

ぞれの特徴を述べている.第5 章では,鮮玲章で示した農耕辻暫可川と,第4章で示した他の堆

枝物をj則攻することで,農耕地河川の特徴を明確化している.また,採取したプラスチックの

農業由来の比*についても述べている.第小章では,本研究で得られた成果を総括するととも

に,本研究成果の有用性について述べている

文内容 の 要

環境中に排出されるプラスチックが環境闇題としてクローズアップされている,マイクロフ

ラスチックとともに,マクロプラスチックも環境に/ナえる影料功§多い.また,環ザ劃・ルこ捌訓_1さ

れたプラスチックは,その人半が河川を通じて"覗羊まで輸送されるとぢぇられている.しかし,

河川を通じて流1_Uするプラスチックについては、その剤U女や量などは断片的な縦告がなされて

いるのみである.特に,プラスチックが野外で利用される農村け也は,屋内での利用と比較して

流出しやtいガ⇔兄にある.そのため,農耕地からのプラスチック流"_1に関して,その測定力法

も含めて確立し,その特徴を明らかにすることが求められている

オ薪倫文の主な成果は以、トのようにまとめられる. D河川敷に堆積しているプラスチックを同

収して分析することで,その流域で排出されるプラスチックの特徴を明らかにできることをボ

した.また,降雨に伴う流量増大時に水位が上昇して河川敷より品くなる時問とプラスチック

堆積量に関係があることを明らかにした.2)農利辻也河川の流出するプラスチックは,マルチシ

トが最も多く,次いで口ープやテープなど農業で利用されているブラスチックが多いことを

明らかにした.組成では,ポリエチレンの比率が高く,笥汀行内河川などとその材質も異なるこ

とを示した.3)流域の農村杜也の比*と喪業由来のプラスチック流出率には明硫な関係があるこ

とを示した

本論文ではこのように,農村杜也河川におけるマクロプラスチックの流出量,流"_1tるブラス

チックの形状,材質などを明らかにすることができた.農制辻也では使用されたプラスチックは

適正に回収されているが,それでも河川に流出していること,降雨に伴う流暈増人時に流出し

ていることを明らかにしており,プラスチックの流出抑制力策を策定するための重要な情都に

なる.以上より,本論文は博士(工学)の学位に相当tるものと判定した
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